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市報 ： 1 自然を吃いせつにし、美しいまちをつくりましょう

1 きまりを守り、明るいまちをつくりましょう
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田楽を食べながら幸せを祈ります（上君田地区） 楽
し
く
〃
鳥
追
″

一
月
十
四
日
、
市
内
十
カ
所
で
「
鳥

追
（
と
り
お
い
）
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

鳥
追
と
は
、
五
穀
豊
穣
や
無
病
息
災

を
祈
る
農
村
行
事
の
一
つ
で
あ
る
．

烏
追
小
屋
は
、
大
人
が
近
く
の
山
か
ら
、

シ
ノ
や
竹
を
集
め
、
丹
精
こ
め
て
作
っ

た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
い
ろ
り

を
囲
み
な
が
ら
、
「
田
楽
（
で
ん
が
く
）
」

を
食
べ
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し

ま
し
た
。
子
供
た
ち
は
、
寒
さ
に
負
け

ず
、
ふ
だ
ん
よ
り
も
夜
遅
く
ま
て
遊
ん

で
い
ま
し
た
。

鳥
追
小
屋
の
全
景
（
千
代
田
地
区
）
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灘
醗
謝 段調

蕊譲今
は
、
家
（
石
田
建
材
店
）
の
仕
事

を
や
っ
て
い
ま
す
が
、
働
い
て
お
金
を

得
る
と
い
う
こ
と
は
た
い
へ
ん
だ
と
い

う
の
が
実
感
で
す
。
４
月
か
ら
は
専
門

学
校
に
入
学
し
て
、
本
格
的
に
家
業
を

継
ぐ
た
め
の
勉
強
を
し
ま
す
。

成
人
し
ま
し
た
が
、
ま
だ
若
い
の
で

自
分
を
磨
き
、
こ
と
な
か
れ
主
義
に
な

ら
な
い
よ
う
に
と
思
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
成
人
官
一
言
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鳶&盛蔑ざ
戯

鎧
群

蕊

驫報ヶ弾 F

準
一塾

違 ･･ 毒、

”ぺぷ

渉

溌

､‐……4畳一一一一

配軸…』 ､､ 』

石田秀樹

家事手伝い

（東本町）
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』
昔
、
卯
歳
の
人
を
見
て
大
人
だ
と
思

っ
て
い
ま
し
た
が
、
自
分
が
成
人
し
て

み
て
、
こ
ん
な
子
供
で
よ
い
の
か
と
思

っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
責
任
を
持
た
さ
れ
る

の
で
た
い
へ
ん
で
す
が
、
マ
イ
ペ
ー
ス

で
と
考
え
て
い
ま
す
。
成
人
式
に
は
、

自
分
で
作
っ
た
着
物
で
出
席
し
た
の
で
、

感
激
し
ま
し
た
。
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式典で答辞を述べる大部茂樹さん

h則,同J d qⅦqmd p同己

月
十
五
日
の
「
成
人
の
日
Ｌ
に
、
第
十
九
回
成

人
式
が
文
化
会
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
出
席
者
は
、
男

百
三
十
三
人
、
女
百
五
十
二
人
で
、
成
人
者
四
百
十
四

人
に
対
し
出
席
率
六
九
％
で
し
た
。
市
長
や
来
實
の
か

た
が
だ
か
ら
の
お
祝
い
の
三
葉
の
あ
と
、
新
成
人
者
を

代
表
し
て
、
大
部
茂
樹
さ
ん
（
秋
山
）
が
答
辞
を
述
べ

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
抱
負
や
喜
び
の
声
を
、
六
人
の

新
成
人
者
に
語
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

ー

菊地みどり

学 生

（中戸川）

て
成
人
式
を
迎
え
る
以
前
か
ら
、
勤
務

し
て
い
る
の
で
、
今
ま
で
と
特
別
変
わ

る
こ
と
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
仕
事
を

任
せ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が

当
面
の
目
標
で
す
。

お
店
（
ボ
ヌ
ー
ル
）
の
仕
事
が
忙
し

い
の
で
す
が
、
時
間
が
持
て
れ
ば
、
ゴ

尋■
玉木和雄

会社員

（上君田）

蛭田幸子

家事手伝い

（春日町）
｡ T

ル
フ
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
を
習
い
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

成
人
し
て
、
さ
あ
こ
れ
か
ら
と
い
う

気
負
い
は
な
い
の
で
す
が
、
将
来
喫
茶

店
を
持
ち
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、

い
ろ
い
ろ
な
事
を
覚
え
な
け
れ
ば
と
思

っ
て
い
ま
す
。

社
会
人
に
な
っ
て
２
年
に
な
り
、
仕

事
に
も
慣
れ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
か

（
）

＃

蕊亀雫率

大森正司

会社員

（高戸）

今
ま
で
学
生
で
あ
る
せ
い
か
、
甘
え

か
ら
両
親
に
頼
り
き
っ
て
い
た
よ
雲
フ
な

気
か
し
ま
す
。

今
年
は
卒
業
す
る
の
で
、
｜
つ
の
け

じ
め
の
年
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
残
り

少
な
い
学
園
生
活
を
満
喫
し
な
が
ら
、

こ
れ
か
ら
の
こ
と
を
考
え
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

ら
は
十
代
で
は
な
い
の
で
、
恥
ず
か
し

く
な
い
行
動
を
と
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
は
ド
ラ
イ
ブ
、
カ
ラ
オ
ケ
に
凝
っ

て
い
ま
す
が
、
ほ
か
に
も
趣
味
を
持
ち

た
い
と
思
い
ま
す
。
人
と
の
つ
き
あ
い

が
増
え
ま
す
し
、
自
分
の
た
め
に
も
よ

い
と
思
い
ま
す
。

平沢とも子

学 生

（上手綱）
友達と談笑する成人者たち
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ゞ
ヘ
ネ
ズ
エ
ラ
大
使
館
の
女
性
外
交
官

エ
レ
ナ
ン
テ
ス
・
ベ
・
マ
リ
ア
エ
レ
ナ

さ
ん
（
三
十
五
歳
）
が
一
月
二
十
三
日

市
長
を
表
敬
訪
問

〃
国
際
交
流
の
集
い
〃
が

き
っ
か
け
で

《
）

女
性
外
交
官
マ
リ
ア
エ
レ
ナ
さ
ん

市
役
所
を
訪
れ
、
市
長
を
表
敬
訪
問
し

ま
し
た
。

マ
リ
ア
エ
レ
ナ
さ
ん
は
東
京
大
学
医

学
部
に
留
学
中
の
五
十
一
年
五
月
、
国

際
交
流
の
集
い
で
、
有
明
町
の
柴
田
ふ

さ
子
さ
ん
宅
に
民
泊
し
ま
し
た
。
こ
れ

が
き
っ
か
け
と
な
り
、
柴
田
さ
ん
と
交

〆
か
け
と
な
り
、
柴
田
さ
ん
と
交

流
が
始
ま
り
、
昨
年
十

月
、
外
交
官
と
し
て
来

日
、
柴
田
さ
ん
を
「
日

本
の
お
母
さ
ん
一
と
呼

ん
で
親
し
ん
で
い
ま
す
。

マ
リ
ア
エ
レ
ナ
さ
ん

は
柴
田
さ
ん
に
振
袖
を

着
せ
て
も
ら
い
、
お
嫁

さ
ん
気
分
に
な
っ
た
こ

んさ
と
が
印
象
的
で
、
楽
し

ナレ
い
思
い
出
と
し
て
残
っ

工

て
い
る
そ
う
で
す
。

アリ

「
特
に
、
ゞ
ヘ
ネ
ズ
エ
ラ

マ

で
は
、
電
気
も
い
ら
な

たし
く
、
計
算
も
早
い
日
本

問訪

の
そ
ろ
ば
ん
を
普
及
さ

を

せ
た
い
。
日
本
は
す
ば

長市
ら
し
い
で
す
」
と
市
長

と
、
気
軽
に
語
り
合
い

ま
し
た
。

恒例の出初式４
二
誇
啓
ニ
ニ
マ
マ
マ
ロ
呂
．
一
『
・
ロ
一
合
二
鄙
皇
二
『
．
－

,..b･J ﾄ q‘'1 1 ,.‘,q‘ I
｜
Ｅ
】
含
寸
也
一
』
・
剣
仁
『
西
一
吟
＆
民
・
・
・
・
二
言
・
君
阜
“
二
・
園
一
Ｆ
・
回
・
・
△
も
三
日
一
可
時
・
参
出
庫
・
・
二
』
丁
名
三
一
二
“
さ

号令高らかに
十
一
時
か
ら
は
、
力
強
い
消
防
自
動

車
に
よ
る
一
分
列
行
進
、
続
い
て
市
内
パ

レ
ー
ド
が
行
わ
れ
「
市
民
に
火
災
予
防

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

○
消
防
長
官
表
彰
Ｉ
豊
田
恒

○
日
本
消
防
協
会
長
表
彰

永
年
勤
続
章
Ｉ
石
沢
隆
、
宇
佐
美

忠
、
大
都
直
教
、
宇
佐
美
勉
、

下
山
田
義
博
、
豊
田
稔
美
、
佐

川
七
郎
、
佐
川
福
徳
、
鈴
木
彰

小
見
守
一

○
茨
城
県
知
事
表
彰

永
年
勤
続
功
労
章
（
四
十
年
以
上
）

下
山
田
義
郎
、
豊
田
恒

永
年
勤
続
功
労
章
（
三
十
年
以
上
）

石
沢
隆
、
宇
佐
美
忠
、
大
部
直

教
、
宇
佐
美
勉
、
豐
田
稔
美
、

恒
例
の
消
防
出
初
式
が
、

一
月
九
日
市
役
所
前
通
り
で
、

寒
い
中
、
号
令
高
ら
か
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

市
長
観
閲
、
新
車
披
露
、

第
二
、
第
十
七
分
団
の
代
表

娠
演
技
の
あ
と
、
消
防
に
功
労

出
の
あ
っ
た
団
員
や
協
力
さ
れ

鋤
た
か
た
が
た
に
表
彰
状
や
感

士
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

れわ
市
長
が
「
愉
安
に
務
め
、

帝
市
民
の
期
待
に
こ
た
え
て
く

り
だ
さ
い
。
昨
年
五
月
十
四
日

閨飾
か
ら
今
年
の
一
月
八
日
ま
で

所
の
間
、
市
内
で
は
火
災
が
発

ル
又祠
生
し
て
い
ま
せ
ん
」
と
あ
い

さ
･〆~ﾗ）

ー

佐
川
七
郎
、
佐
川
福
徳
、
鈴
木

彰
、
小
見
守
一

永
年
勤
続
功
労
章
（
二
十
年
以
上
）

広
瀬
武
夫
、
鈴
木
淳
一
、
浅
井

正
一
、
大
高
福
太
郎
、
樫
村
和

弘
、
弓
野
義
治
、
沼
田
稔
、
下

山
田
長
教
、
下
山
田
正
弘
、
大

高
信
一
、
下
山
田
慶
将
、
佐
藤

平
、
皆
川
哲
夫
、
大
森
慎
一
、

松
崎
生
一
、
鈴
木
寿
市
、
大
部

守
、
菊
地
義
隆
、
弓
野
臘
昭
、

佐
川
継
男
、
菊
地
信
夫
、
菊
地

日
出
夫

○
茨
城
県
消
防
協
会
長
表
彰

優
良
分
団
’
第
十
四
分
団

優
良
消
防
峨
貝
表
彰
Ｉ
矢
吹
一
三

永
年
勤
続
消
防
職
団
員
妻
女
感
謝

状
Ｉ
石
沢
幸
枝
、
宇
佐
美
澄
子
、

大
都
良
子
、
宇
佐
美
栄
子
、
小
見

賢
子

○
高
萩
市
長
表
彰

退
職
団
員
感
謝
状
贈
呈

長
谷
沢
秀
夫
、
小
野
務
、
下
山

田
昭
、
磯
野
幸
弘
、
深
谷
章
、

柴
田
厚
、
皆
川
哲
夫
、
大
森
慎

一
、
長
久
保
甚
一
、
下
山
田
義

博
、
舟
生
隆
雄
、
佐
藤
元
朝
、

佐
藤
大
雄
、
佐
川
順
一
郎
、
柴

田
稲
夫
、
大
津
正
一
、
弓
野
勝

男
、
弓
野
盛
昭

感
謝
状
ｌ
渡
辺
源

○
消
防
長
表
彰

感
謝
状
ｌ
水
田
摩
弥
子

第
二
分
団
、
第
十
七
分
団

○
消
防
団
長
表
彰

第
十
三
分
団

(3)



鍵

や
受
付
を
二
月
十
八
日
か
ら
別
表
の
日

ど
り
で
行
い
ま
す
。

二
月
十
六
日
か
ら
三
月
十
五
日
ま
で

市
役
所
税
務
課
で
、
毎
日
受
け
付
け
い

た
し
ま
す
。
（
土
曜
日
の
午
後
、
日
曜

日
は
、
受
け
付
け
し
ま
せ
ん
）

今
年
一
月
一
日
現
在
、
高
萩
市
内
に

居
住
し
て
い
た
人
で
、
営
業
、
農
業
、

そ
の
他
の
事
業
、
株
の
配
当
、
雑
収
入

譲
渡
、
山
林
所
得
な
ど
の
あ
っ
た
人
で

す
。

給
与
所
得
の
み
の
人
は
、
原
則
と
し

て
申
告
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

､、 魁 F： ： 』2 ﾖ 暑蕊毒 曵憲『噂 零 ; 1
要
鋸
舅
痒
莞
《
蕊車

毒
墓
心
な
け
秘
ば

市
県
民
税
の
申
告
は
、
二
月
十
六
日
か
ら
三
月
十
五
日
ま
で
で
す
。

一
り

期
限
ま
ぢ
か
に
な
り
ま
す
と
大
変
込
み
合
い
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
一
ど

申
告
さ
れ
ま
す
よ
う
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
一
日

ｉ
…
，
、
；
！
…
ｉ
ｉ
、
、
ｉ
ｉ
１
～
’
１
ｌ
ｉ
ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
ｉ
Ｉ
Ｉ
ｉ
Ｉ
；
１
１
…
‐
！
！
…
、
：
！
‐
１
１
－
の

：
勤
務
先
で
市
役
所
に
給
与
支
払
報
告
書
罰

出
張
受
付
は
：
を
提
出
し
て
い
な
い
場
合
は
、
本
人
が
と

二
月
十
八
日
か
も
Ⅷ
口
酬
輌
幟
碑
錯
乱
錘
琴
罹
窪
。
ｇ
睦
蛙
忍
鋤
》

市
県
民
税
の
出
張
に
よ
る
申
告
指
導
損
控
除
や
医
療
費
控
除
を
受
け
よ
う
と
告

受
付
を
二
月
十
八
日
か
ら
別
表
の
日
す
る
人
は
申
告
が
必
要
で
す
。
申

り
で
行
い
ま
す
。
※
確
定
申
告
（
所
得
税
）
を
し
た
人
は

三
月
十
六
日
か
ら
三
月
十
五
日
ま
で
市
県
民
税
の
申
告
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

な

ら

な

告
の
時
期
で
す

忘
れ
ず
に

申
告
を
す
る
と
き
は
、
次
の
も
の
か

必
要
で
す
。
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

○
印
鑑

○
収
支
を
明
ら
か
に
し
た
帳
簿
、
書

類
（
給
与
所
得
者
は
源
泉
徴
収
票
）

○
社
会
保
険
料
・
国
民
健
康
保
険
税

国
民
年
金
の
領
収
証
書
ま
た
は
納

税
証
明
書

○
医
療
費
を
支
払
っ
た
領
収
書

○
生
命
保
険
、
簡
易
保
険
料
を
支
払

一
Ｔ
申
告
の
と
き

持
参
ず
る
も
の

ー

っ
た
領
収
書

な
ど
で
す
。

わ
せ
て
、
地
域
別
ご
と
に
皆
さ
ん
に
直

接
郵
送
し
ま
す
。
申
告
書
に
住
所
、
氏

名
、
扶
養
親
族
名
な
ど
記
載
例
を
参
考

に
書
い
て
く
だ
さ
い
。

申
告
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は

税
務
課
（
恋
ｅ
二
二
一
内
線
二
二

～
二
一
五
）
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

（
．
）

H≠〆いう上画L三

申
告
書
用
紙
は
、
日
ど
り
な
ど
に
△

単
告
鐘
溌
紙
確
ゞ
《

直
接
あ
掻
篭
鱈
郵
送

NT

囑蝋'蔚川小学校

月 日 時 間 場

時妻・#製墾
若栗公民館

2月18E|m|午前10時～午後3

大能生橘

改善センター
中戸1 1 1公民館

2月21日(11) 『

赤浜田園都市センター

関口公民館秋山下公民館 下組公民館
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の午後、
日唯日は除
／ 1

午前8時30分～午後5時まで市役所税務課

〆
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民
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醒
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税
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２
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３
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３
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４
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固
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課
）
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４
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（
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万が一にそなえ‐ ○○C ○
畢
鉾

蝿

、

そろって加入しまし よフ

2月から県民交通災害共済の受付が始まる

》
お
と
な
剛
円
子
ど
も
知
円
一

》
で
見
雲
金
は
最
高
伽
万
円
一

．

．
．
．
Ｐ

．

。
．
．
Ｐ
．
．
．
ｂ
Ｐ
．
ｂ
；
，
，
，
。
，
ロ
レ
呂
画
・
目
“
ワ
も
。
，
・
Ｏ
１
Ｆ
ｎ
Ｐ
Ｌ
ｎ
Ｆ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
。
》
“
０
．
．
．
０
，
ｂ
・
ト
ト
ト
Ｐ
ｈ
や
Ｐ
．
・
０
．
・
Ｐ
Ｐ
ｐ
ｐ
ｂ
Ｐ
ｐ
ｂ
ｈ
Ｅ
、
争
昌
、
。
．
，

皆
さ
ん
は
、
自
分
や
家
族
が
交
通
事

故
に
あ
う
こ
と
を
「
ま
さ
か
・
：
…
」
と

い
う
よ
う
に
考
え
て
い
な
い
で
し
ょ
う

か
。
し
か
し
、
交
通
事
故
は
一
瞬
の
間

に
起
こ
り
ま
す
。

事
故
に
あ
っ
た
人
や
家
族
の
誰
も
が

訴
え
て
い
る
こ
と
は
、
拙
害
賠
償
の
話

し
合
い
か
長
び
い
て
、
病
院
代
や
当
面

の
生
活
費
に
困
る
こ
と
で
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
ら
な
い
た
め

に
、
歩
行
者
も
運
転
者
も
交
通
マ
ナ
ー

を
守
っ
て
、
交
通
事
故
に
あ
わ
な
い
よ

う
注
意
し
合
う
こ
と
が
第
一
で
す
が
、

万
が
一
に
備
え
て
お
く
こ
と
も
大
切
な

事
故
の
痛
ま
し
さ
は
お
金
で
償
え
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
ん
な
急

場
を
し
の
い
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
県

二
シ
」
ア
ヤ
す

‐

牙
■

宇

見舞金民
交
通
災
害
共
済
が
つ
く
ら
れ
て
い
ま

す
。
お
と
な
一
人
年
間
六
百
円
、
子
ど

も
（
中
学
生
以
下
）
三
百
円
を
払
い
こ

ん
で
お
き
ま
す
と
、
い
さ
と
い
う
と
き

に
、
右
の
表
の
見
舞
金
額
を
、
ご
く
簡

単
な
手
続
き
で
す
ぐ
受
け
取
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

巴

一

堂

三
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”

画

画
二
二

口

言
ロ

マ

三

且

三
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三

邑
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吾
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三

二
ｒ

口
二
一

△

に

画一

・

“

二

■

二

【

一

１

ら

Ｆ

・

’

一

口
ニ
ロ

ロ
ニ
画

画

且

■

【

函

一

ｚ

口

”

二

王

》
団
体
で
加
入
す
る
と

》
ひ
と
り
釧
円
の
報
償
金

可

阿
部

〈<

桴

見舞金額区
〈 ご

グく 己

大高市長が初登庁 死 100万円

療実日数
181日以上

30万円

し
12月25日、職員に迎えられ新市長が登

庁しました。

ノ

25万３
’
４

151日以上

、
〃

121日以上

師1
10万円

8万円

淵剴dJP■函 ■■ 蝦mH1 ■RH時 岫周 〈園山■函凹mHJ p 間目閏門ﾛ 雨戸F■~ 山■

〃

７
’

加
入
し
て
い
な
い
人
や
、
常
会
、
子

ど
も
会
、
団
体
、
事
業
所
な
ど
で
も
加

入
で
き
ま
す
。
団
体
で
加
入
し
ま
す
と
、

加
入
推
進
協
力
者
報
償
金
と
し
て
、
加

入
者
一
人
に
つ
き
、
三
十
円
が
支
払
わ

れ
ま
す
。

こ
の
交
通
災
害
共
済
は
、
一
年
ご
と

の
更
新
て
す
か
ら
、
今
加
入
し
て
い
る

人
は
、
三
月
三
十
一
日
で
期
限
が
き
れ

ま
す
。五
十
八
年
度
分
（
四
月
一
日
か
ら
一

年
間
）
の
受
付
は
、
二
月
一
日
か
ら
市

役
所
市
民
相
談
室
窓
口
で
行
っ
て
お
り

ま
す
。
加
入
申
込
書
に
現
金
を
添
え
て

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

加
入
で
き
る
人
は
、
住
民
登
録
が
さ

れ
て
い
る
人
で
、
外
国
人
（
登
録
し
て

あ
れ
ば
）
て
も
加
入
で
き
ま
す
。

県
民
交
通
災
害
共
済
に
つ
い
て
の
お

問
い
合
わ
せ
は
、
市
民
相
談
室
急
白

二
一
二
内
線
二
一
九
）
へ
ど
う
ぞ
。

41日以上’一
こ
の
災
害
共
済
に

加
入
す
る
に
は

『I
FJ

6万円
21日以上’

ーPI

3万円
8日以

＃『

2万円｜

’

３ 日
者
級

陰, 両満ゞ 身

身障’
50万円

1級・ 2級該当

※自動車安全運転センター所長の発行する

事故証明が必要ですので、事故の場合は
かならず警察署に届けてください。

※事故証明かない事故は、 9等級（3万円）
士一六手､す
ユーー′◎

灘市政モニターを募集 蕊蕊識議蕊鱗蕊溌鍵蕊蕊繍蕊鱗蟻F1
鵠

;鱸

絡会議の出席情報の提供・アンケーI､の回答・連

なと．。

市では、 58年度の市政モニターを募集します。

募集の内容は次のとお')です。

○資格市内に居住していて公職をもたない人で、

市政モニター未経験者に限る。

○募集の人員 20名

○任期58年4月1日から59年3月31日までの1

年間。

○モニターの活動内容市政に対する意見.要望．

韓蝉

○応募の方法はがきに住所．氏名。年齢．職業

を記入して郵送のこと。電話でも結構です。

○応募の締め切り 3月19日まで

○申し込み先高萩市本町1 100 高萩市役所

＃

市長公室広報広聰係（電話③2111内線

235 ）へどうぞ。

219または

蟻

霧？……蕊蕊蕊箪識灘
艶

…:静蕊羅鍵讓霧蕊￥釦蕊瀞識灘箪辮灘騨譲瀧蕊灘蕊講蕊
?謹鋳嬢鳶

聴
弾噌韓
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学
校
だ
よ
り

「
‐

鶴

高
萩
中
学

川
一

■

11川l l l l l l l l lOい
の
で
す
が
、
反
面
は
だ

ソ
シ
ョ
ン
化
し
て
華
や
か
で
よ

「
最
近
の
ス
ポ
ー
ツ
は
、
Ｚ

３
年
大
野
民
夫

僕
達
の
学
校
は
、
全
校
生
徒
九
百
六

十
三
名
の
大
き
な
学
校
で
、
運
動
場
は

緑
に
囲
ま
れ
、
校
舎
か
ら
は
広
い
太
平

洋
が
見
渡
せ
る
と
て
も
環
境
の
良
い
と

こ
ろ
で
す
。

学
校
紹
介市体協相撲部長

八巻恒男さん
毎
年
、
合
唱

コ
ン
ク
ー
ル
な

ど
で
良
い
成
績

を
残
し
て
い
る

合
唱
部
の
影
響

も
あ
り
、
校
内

琴の
圭三

冒塞

君一諄管二

歌
い
、
協
力
と
練
習
の
成
果
を
見
せ
て

く
れ
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
学
期
に
一
、
二
回
全
校

生
徒
で
、
町
の
周
辺
の
ゴ
ミ
や
、
カ
ン

拾
い
を
し
ま
す
。
約
二
、
三
時
間
で
、

ゴ
ミ
置
場
に
山
の
よ
う
に
、
た
く
さ
ん

の
ゴ
ミ
や
空
カ
ン
が
集
ま
り
ま
す
。

校
BooK

’
二
二
二
二
二
二
二
二

二
一
二
二
二
二
二
二
二
二
二
二
二
二
二
二
』
二
二
二
三
二
二

二
二
二
二

三
二
二
二
二
二
二
二
二
二
一
二
二
二
二

二
二
二
二
二

二
二

二
二

一
二
二
二
二
二
二
二
二
二
二
二
二
一
二
二
二
二
二
二
二
二
二
二
二
二
二
二
二
二
二
二
二
斤

§
哩

蕊鼈
！

燕鱈驚
綻

識
、P

で
の
合
唱
が
と

て
も
盛
ん
で
す
。

特
に
、
文
化

祭
の
合
唱
発
表

会
で
は
ク
ラ
ス

ご
と
に
自
分
達

の
決
め
た
曲
を

灘溌
…

合
同
服
装
点
検
が
、
１
月
７
日
高

萩
警
察
署
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

管
内
の
各
駐
在
所
員
や
、
民
間
交

通
指
導
隊
貝
も
参
加
し
、
ひ
と
つ
ひ

と
つ
規
律
正
し
く
点
検
が
な
さ
れ
ま

輪
し
た
。

陸
毎
年
年
頭
に
行
わ
れ
る
こ
の
式
に

月同
よ
り
、
今
年
一
年
間
の
犯
罪
や
交
通

蛤
事
故
撲
滅
の
た
め
、
気
持
を
新
た
に

こ
の
よ
う
に
、
全
校
が
協
力
し
て
、
川Ⅱ

奉
仕
作
業
を
や
り
終
え
た
時
は
、
や
つ
Ⅲ

た
ノ
と
い
う
充
実
感
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
ⅢⅡ

こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
全
校
合
唱
と
奉
川

仕
作
業
を
通
し
て
、
協
力
す
る
こ
と
の
川Ⅱ

大
切
さ
を
学
び
、
こ
れ
か
ら
の
学
校
生
川

活
に
役
立
て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
Ⅲ

３
年城
戸
保
く
ん
の
作
品

レ
コ
ー
ド
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の図
案

し
て
い
才
や
し
弾

新
た
な
気
持
で

化

毒諭 エ窓 ､￥

「
店
の
経
営
を
盛
り
上
げ
る
た
め
に

は
、
な
ん
て
も
や
っ
て
み
た
い
で
す

ね
。
失
敗
や
成
功
は
別
に
し
て
、
自

分
の
考
え
で
、
い
ろ
い
ろ
企
画
し
て

み
た
い
と
思
っ
て
ま
す
。
個
人
商
店

蕊
謙
認
鰈
壗
で

考
え
て
い
ま
す
‐
と
語
患
力

坂
本
信
之
さ
ん
（
劉
歳
）

体

Ⅱ
高
浜
町
。

高
校
卒
業
後
、
父
親
と
た

と
も
に
店
（
八
百
謙
ス
ト

ア
ー
）
を
切
り
回
し
て
い
号
九

局
若
誉
で
あ
る
．
良
‐
殿

ン
グ
で
鍛
え
た
体
力
と
、

お
う
盛
な
行
動
力
を
持
っ
て
い
る
。

一
）

「
今
は
サ
ッ

カ
ー
の
ク
ラ

ブ
に
入
っ
イ

活
動
し
て
い

ま
す
。
レ
ク

１
月
９
日
、
青
少
年
ホ
ー
ム
に
ボ

ー
イ
ス
カ
ウ
ト
卯
人
が
訪
れ
、
掃
除

憐
や
棚
の
手
入
れ
な
ど
の
奉
仕
作
業
を

仕
徹
い
ぼ
し
た
。

ｊ

陸
ホ
ー
ム
を
利
剛
す
る
人
達
が
、
気

ゥ
持
よ
く
活
動
で
き
る
よ
う
に
と
、
精

カス
を
出
し
て
い
ま
し
た
。

ィ
こ
れ
か
ら
も
こ
の
よ
う
な
作
業
を

ボ
通
し
て
、
社
会
奉
仕
の
精
神
を
培
っ

▲
て
い
く
こ
と
で
し
よ
、
７
。

リ
ュ
ー
、
ン

ヨ
ン
的
な

意
味
の
ほ

か
に
、
健

康
維
持
の
た
めに
も
よ
い
と
思
っ
て
い

ま
す
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

仏
も
〕
坂
本
さ
ん
は
、
市
商

事
蕊
噌
漸
雌
》

何
ち
と
巾
鰯
雲
展
の
た
め

に
連
絡
を
取
り
合
っ
て

い
る
。
「
今
考
え
て
い
る
こ
と

は
、
信
頼
さ
れ
る
店
に
す
る
こ
と
で

す
。
い
い
お
酒
や
商
品
を
客
に
勧
め

て
、
喜
ば
れ
た
り
、
後
で
お
礼
を
言

わ
れ
た
り
し
た
ら
う
れ
し
い
で
す
ね
」

と
、
経
営
に
意
欲
を
燃
や
し
て
い
ま

し
た
。

大
切
な
奉
仕
精
神
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曲
遥
纈

》
ま
す
」
シ
」

蕊
て
”
鼻
獄
燕
舜
熱
鱸
譲
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ス
ポ
ー
ツ
か
な
く
な
っ
た
よ
、
７

で
す
。
そ
の
点
相
撲
は
唯
一
の

は
だ
し
で
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
だ

と
思
い
ま
す
」
と
語
る
、
八
巻

恒
男
さ
ん
Ⅱ
（
媚
歳
）
Ｎ
・
Ｋ

サ
ー
ビ
ス
勤
務
。

現
在
、
市
体
育
協
会
相
撲
部

長
と
し
て
、
後
輩
の
育
成
に
努

め
て
い
る
。

「
日
本
古
来
の
ス
ポ
ー
ヅ
で
す

し
、
社
会
教
育
の
面
か
ら
も
よ

い
と
思
う
の
で
、
ぜ
ひ
学
校
の

体
育
授
業
に
取
り
入
れ
て
も
ら

い
た
い
で
す
ね
」
。

け
い
こ
は
、
土
・
日
曜
日
に

２
時
間
ほ
ど
行
っ
て
い
る
。

格
闘
技
と
し
て
激
し
い
部
類

に
入
る
た
め
、
ケ
ガ
が
心
配
と

い
、
７
が
、
し
こ
、
て
つ
ぽ
う
な

ど
の
準
備
運
動
を
入
念
に
行
う

た
め
、
骨
折
な
ど
の
ケ
ガ
は
、

覚
え
が
な
い
と
い
う
。

「
本
町
の
山
王
児
童
公
園
に
あ

る
土
俵
は
、
多
く
の
か
た
が
た

の
御
協
力
で
建
て
ら
れ
た
手
作

り
の
も
の
で
、
あ
れ
だ
け
の
土

俵
は
関
東
で
も
ほ
か
で
は
見
ら

れ
な
い
も
の
で
す
。

年
齢
は
考
え
ず
に
、
少
な
く

と
も
卵
歳
に
な
る
ま
で
は
相
撲

を
と
っ
て
行
き
た
い
と
思
っ
て

ま
す
と
、
元
気
な
と
こ
ろ
を

咄

一
エ
ー
」
先
桾

鼠

…

一一雪綴"…
…

…

１
月
酪
日
、
第
８
回
新
春
市
民
マ
ラ

ソ
ン
大
会
が
行
わ
れ
、
約
４
０
０
人
が

『蕊鋒瀧 ’

）

寒
風
を
切
っ
て

新
春
市
民
マ
ラ
ソ
ン

し

2月20日（日）

午前10時､午後2時の2回

高萩市文化会館ホール

大人1,500円、高校生以

下700円で発売中

と き

ところ

入場料
参
加
し
ま
し
た
。

今
年
も
５
キ
ロ
、
、
キ
ロ
、
親
子
で

走
る
７
キ
ロ
の
３
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て

ｌ

競
わ
れ
ま
し
た
。
全
員
完
走
し
た
の
ち

と
ん
汁
な
ど
を
ふ
る
ま
わ
れ
、
満
足
そ

う
で
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

旧
キ
ロ
〔
高
校
〕
①
大
森
裕
次
②
南
修

③
飯
田
康
弘
〔
鋤
歳
以
下
〕
①
磯
野
秀

敏
②
斉
藤
建
③
皆
川
久
夫
〔
仙
歳
以
下
〕

①
小
野
正
人
②
長
岐
治
雄
③
小
沼
博

５
キ
ロ
〔
中
学
男
子
〕
①
鈴
木
裕
②
金

成
秀
敏
③
鈴
木
守
〔
中
学
・
高
校
女
子
〕

①
鈴
木
加
奈
子
②
佐
川
ひ
と
み
③
宇
野

や
よ
江
〔
一
般
女
子
〕
①
藤
田
蝶
子
②

細
貝
芙
沙
子
③
坂
本
み
か
子
〔
卵
歳
以

下
〕
①
大
越
要
三
②
渡
辺
勇
次
③
関
口

武
史
〔
刷
歳
以
上
〕
①
大
高
通
幹
②
佐

川
功
③
増
井
勝
信

７
、
キ
ロ
〔
小
学
３
年
以
下
〕
①
戸
田
武

夫
．
美
穂
②
伊
藤
義
孝
・
秀
彦
③
木
村

正
明
・
靖
幸
〔
小
学
６
年
以
下
〕
①
佐

藤
国
夫
・
匡
②
塩
畑
忠
・
敬
一
③
小
田

和
一
雄
・
太

L-◇シｬﾝｸ了ﾝ－
映画「バニシングin60'コの製作、

脚本、監督、主演をこなしたカーアク

ションムービーの旗手ホリス (H.B.

ハリキ）はロスからパソロブレスに向

う途中、不気味な殺し屋グループに狙

われる。

激烈なカーチェイスにまきこまれな

がらも九死に一生を得たホリスは逆襲

に転じる。

映画史上初103分間に新車175台を破

壊しつくすカーアクション映画。

昨
年
⑫
月
四
日
、
第
釧
回
市
民
駅
伝

、
幸

大
会
が
、
市
役
所
前
ス
タ
ー
ト
コ
ー

ル
と
す
る
釧
・
６
キ
ロ
の
コ
ー
ス
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
の
は
、
一
般
、
高
校
、
中

学
、
壮
年
な
ど
“
チ
ー
ム
で
、
中
学
、

壮
年
が
Ⅱ
区
間
、
そ
の
他
が
６
区
間
に

分
け
全
チ
ー
ム
が
完
走
し
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
｜
般
の
部
①
日
本
加
工
製
紙
②
日

市民駅伝大会

43チームが参加
ー

本
加
工
製
紙
労
働
組
合
③
消
防
署

▽
高
校
の
部
①
高
萩
高
②
高
萩
工
高

サ
ッ
カ
ー
部
Ａ
③
松
丘
高

▽
中
学
の
部
①
高
萩
中
Ａ
②
秋
山
中

Ｂ
③
松
岡
中
Ａ

▽
壮
年
の
部
①
高
萩
健
志
会
②
島
名

走
ろ
う
会
③
日
本
加
工
製
紙
ラ
グ
ビ
ー

部

総
合
優
勝
は
、
オ
ー
プ
ン
参
加
の
日

立
工
業
高
校
Ａ
で
し
た
。

三

三

三

三
三
：＝

不治の病、 白血病と闘った11歳の少

年ジョーイと彼をと'）まく家族や友人

の温かい愛情を描いた涙と感動の映画

プレイガイド＝田所書店､仲屋書店、

市文化会館

お問い合わせ市文化会館

冠③7411へ

幸

(7)



す
で
に
一
月
中
旬
か
ら
開
始
し
、
三

月
ま
で
続
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
山
林
所

有
者
の
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

伐
倒
す
る
の
に
危
険
な
場
所
に
つ
い

て
は
、
実
施
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

今
後
も
被
害
が
増
大
す
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
の
で
自
主
管
理
、
自
主
防

除
を
徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。

最
近
、
高
圧
線
付

の
近
で
土
木
建
築
素

で
意
や
伐
木
作
業
中
に
誤

緬
雫
弘
需
識
伽

圧
工
て
い
ま
す
．
高
圧
線

一
二
日
付
近
で
工
事
や
伐
木

を
す
る
と
き
は
、
事

前
に
東
京
電
力
（
株
）
高
萩
営
業
所

市
で
は
、
松
く
い
虫
の
徹
底
防
除
を

図
る
た
め
、
市
内
全
域
の
松
の
枯
損
木

の
伐
倒
駆
除
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

松
く
い
虫

伐
倒
駆
除
に
協
力
を

ラカミキリのマツノマタ

成虫

謹
鯛
謝
惟
虐

蓉
一
認
め
て
の
妊
婦
さ
ん
を
対
象
に
「
妊

毒
婦
教
室
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

》
健
や
か
な
亦
ち
ゃ
ん
を
生
み
育
て
る

菅
不
を
つ
け
た
ら
よ
い
か
、
お
話
し
や
ス

》
た
‘
め
に
、
妊
娠
中
か
ら
ど
う
い
う
点
に

寄
ド
霊
…
星
愈
が
學
灘
ゞ

一
婚
仙
め
て
の
妊
娠
で
、
い
ろ
い
ろ
な
不

緊
認
識
聯
識
蕊

一
い
ま
す
。

》
り
し
て
楽
し
い
雰
囲
気
の
中
で
進
め
て

口
ｆ
刈
汗
ｖ
凸
＃
ｖ
出
ず
Ｙ
Ｉ

ま
ず
健
康

豐
か
な
経
験
と
知
識
と
を
社
会
に
生
か

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

茨
城
県
看
護
婦
等
無
料
職
業
紹
介
所

（
恋
０
２
９
２
１
２
５
１
８
５
７
２
）

で
は
、
看
護
婦
（
士
）
、
准
看
護
（
士
）
、

（
）

１

＃

朋

子

（
恋
②
２
０
０
７
）
へ
御
連
絡
く
だ
さ
い
。
保
健
婦
、
助
産
婦
の
か
た
が
た
を
対
象

茨
城
県
で
は
地
域
に
靴
業
紹
介
と
看
謹
業
務
に
関
す
る
杣

を
へ
住
民
の
医
療
の
確
保
談
を
無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
．
気
軽
に

許
た
と
向
上
を
目
指
し
て
御
利
用
く
だ
き
い
ゞ

免
か
「
看
護
専
門
縦
と
し
［
げ
し
昨
ン
廃
内
〕

、
ノ
ア
ワ
て
自
覚
あ
る
皆
さ
ん
」
ｉ

ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

看護婦等の免許を

持っているかたへ

⑦
重
葦
篇

の
た
め
、
ま
た
地
域

保
健
活
動
の
場
に
あ

な
た
の
持
っ
て
い
る

の
参
加
を
求
め
て
い
市
の
行
事
、
日
曜
当
番
医
な
ど
、

話
ひ
と
つ
で
、
す
ぐ
わ
か
り
ま
す
“

ま
す
。郷
土
の
患
者
さ
ん
利
用
く
だ
さ
い
。虚
盟

の
た
め
、
ま
た
地
域

。
」
卜
丹
悟
一
に
ｒ
．
．
治
り
「
ノ
引
一
ワ
Ｐ
一
息
』

既
に
お
産
を
な
さ
っ
た
か
た
で
も
希

望
者
は
ど
う
ぞ
。

く 02932
31 151 ． 1 1 52

幸
屯１１

ダ
ダ
４
１
Ｊ

K
一
一

率

一

霊
三

強

一

藍
一
《
一
《
一
《
一
垂
一
毒
一
軍
一
毒
一
戒
一
琢
一

戒
｝
｜

潭
一
一

室
一

一
一
一

《
一
攻
｝
一
一

罫輩
一
莞
一
戦
一
罫
一

一》壱
一

一』
一

一
一一
斤
聖
和
訓
弱
罰
醒
Ｍ
Ｒ
Ｍ

美
し
き
水
の
流
る
る
夏
の
村
一

一
ふ
る
さ
と

夏
山
を
一
つ
へ
だ
て
て
母
の
村
一

一
早
春
の
野
に
う
す
う
す
と
一
ト
煙
り

夏
蕨
勿
来
の
関
の
近
け
れ
ば
一

一
ふ
る
さ
と
の
空
ひ
ろ
び
ろ
と
長
閑
か
な

萩
の
花
蝶
の
は
な
る
る
時
も
ゆ
れ
一

苗
床
の
始
ま
る
頃
の
村
を
訪
ふ

阿
武
隈
の
暮
る
る
稲
刈
り
も
う
や
め
よ
一

苗
床
を
つ
く
る
あ
た
り
の
日
脚
の
ぶ

町
の
子
が
来
る
と
杣
の
子
炉
辺
を
掃
く
一

蝶
々
の
と
ぶ
ふ
る
さ
と
の
停
留
所

雪
虫
の
と
べ
る
ふ
る
さ
と
泊
り
か
な
一

一
美
し
く
水
苗
代
の
畦
を
塗
る

美
し
く
風
花
舞
へ
る
村
に
住
む
一

二
化
あ
や
め
村
に
小
さ
き
橋
多
し

（
高
萩
市
自
然
を
愛
す
る
友
の
会
）
一

⑳
へ
》

Ⅱ
Ⅲ
Ⅲ
川
伽
國
奉
加
Ⅱ
口
Ｍ
霊
に
Ⅲ
門
伽
川
Ⅱ
Ⅲ
Ｍ

叩
Ⅱ
Ⅱ
Ｍ
叩
Ⅱ
Ⅲ
Ｍ
叩
Ⅱ
Ⅲ
加
川
Ⅱ
Ⅱ
Ｍ
門
Ⅱ
川
Ｍ
Ｍ
Ⅱ
Ⅳ
Ｍ
川
Ⅱ
Ⅲ
Ｍ
Ⅲ
Ⅱ
Ⅱ
肌
Ⅲ
‐
Ⅱ
Ⅲ
Ｍ
Ⅲ
Ⅱ
Ⅱ
Ｍ
叩
』
Ⅱ
Ⅲ
Ｍ
Ⅲ
Ⅱ
Ⅲ
Ｍ
Ⅱ
‐
Ⅱ
Ⅲ
Ｍ
四
Ⅱ
Ⅲ
Ｍ
Ⅲ
‐
Ⅱ
門
Ｍ
Ⅲ
』
Ⅱ
川
Ｍ
叩
Ⅱ
Ⅲ
Ｍ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅱ
叩
』
ｕ
凹
伽
Ⅲ
Ⅱ
Ⅲ
Ｍ
Ｍ
胆
Ⅱ
川
Ｍ
Ⅲ
Ⅱ
川
Ｈ
肥
‐
Ⅱ
脾
Ｍ
脾
Ⅱ
閥
呂

#；綴 ‘＃
亀』
鵜

ユユ”…
殿; 紺於 ,と蜘聯 -, ､』X､" ,“
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事
故
に
あ
っ
て
死
ん
だ
場
合
は
、
「
舟

に
の
り
嵐
に
を
う
て
死
」
と
か
「
舟
に

て
死
」
と
記
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て

「
う
み
え
入
死
」
と
あ
る
の
は
、
自
殺

衛
門
う
″
み
え
入
死

と
あ
る

と
思
わ
れ
る
。
法
名
に
つ
け
ら
れ
た

寺
過
去
帳
」
で
は
、
海
で
酒
難
し
た
り

禍
霊
二
月
廿

部
１
１
Ｊ
、

ｒ
‐
ノ

‐

Ｊ

・

４

１

～

’
三

三

三

一

一
一
三

三

三

三

三

三

三

三

一
三

三

三

一

三

三

三

三

三

三

三

三

三

一

二

三

一
三

一

三

三

三

三

三

三

三

一
三

三

三

三

三

一

三

三

三

三

三

三

一

一
三
三
一

三

三

三

一

三

三

三

三

三

「
溶
」
は
、
「
せ
ん
」
と
よ
み
「
‐
水
が
次
気
づ
い
た
少
年
が
、
男
女
関
係
の
も
つ
川

一
々
に
重
な
り
合
っ
て
来
る
」
意
味
で
あ
る
。
れ
か
ら
命
を
失
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
Ⅲ

「
溶
」
は
、
「
せ
ん
」
と
よ
み
「
水
が
次

々
に
重
な
り
合
っ
て
来
る
」
意
味
で
あ
る
。

1Ⅱ111

議
会
の
傍
聴

慶
安
元
年

議
会
は
、
定
例
会
と
臨
時
会
の
本
会

議
に
限
り
、
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
た
だ
し
当
市
の
場
合
、
傍
聴
で
き

る
定
員
が
仙
人
で
す
の
で
、
こ
れ
に
達

し
た
と
き
は
、
入
場
で
き
な
い
こ
と
か

市
議
会
③

だ
よ
り

""，、満'1狸
歴史(81q川

口
へ

ハ
四
八
）
に
も
「
乗

赤浜妙法寺過去帳

（七十六）

志田諄一

と
い
與
左

1

妙
土
1苧昌

飯
戸
井
の
與
左
衛
門
は
波
打
ち
際
か
ら

沖
に
向
か
っ
て
歩
き
、
し
だ
い
に
波
間

に
没
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
砂
浜

に
は
、
與
左
衛
門
の
履
物
か
足
跡
が
残

さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
膿
安
元
年
二

月
二
十
六
日
は
、
新
暦
の
四
月
十
八
日

に
あ
た
る
。
春
と
は
い
、
え
油
の
ｊ
１

．
、
ｒ
、
，
十
●
季
、

さ
ぞ
冷
た
か
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

飯
戸
井
で
は
寛
永
二
十
年
二
六
四

三
）
に
も
、
変
死
者
が
あ
っ
た
。
過
去

帳
に
は
「
法
潮
霊
二
月
七
日
夜
こ
ろ

さ
る
十
五
才
い
、
と
い
佐
次
右
衛

門
」
と
み
え
る
。
二
月
七
日
夜
は
新
暦

の
三
月
二
十
六
日
の
夜
に
角
た
る
。
少

年
の
殺
さ
れ
た
原
因
は
不
明
だ
が
、
法

名
に
つ
け
ら
れ
た
「
潮
」
に
は
「
色
づ

く
一
の
意
味
が
あ
る
。
春
の
到
来
に
色

あ
り
ま
す
。
な
お
、
本
会
議
の
会
議
時
間

は
、
午
前
９
時
か
ら
で
す
。
傍
聴
の
手

続
き
は
、
市
民
相
談
室
で
行
っ
て
お
り

ま
す
。請
願

請
刷
は
、
文
書
に
よ
っ
て
提
出
す
る

も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
必
ず
１
名
以
上

の
議
員
の
紹
介
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

請
願
書
の
形
式
、
手
続
き
が
整
っ
て

い
れ
ば
、
い
つ
で
も
議
会
事
務
局
で
受

け
肘
け
ま
す
が
、
開
会
中
で
す
と
次
回

の
定
例
会
で
審
議
と
な
り
ま
す
の
で
、

必
ず
定
例
会
開
会
３
日
前
ま
で
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

I」

ｰ‘

與
左
衛
門
の
入
っ
た
海
（
高
戸
）

請
噸
の
書
式
は
、
次
の
よ
う
な
形
が

士
で
す
。

表
紙

○
○
○
○
○
に
関
す
る
請
願

本
文

r~、
ー

生
‐
月
日

局
萩
市
議
会
議
長
殿

請
剛
者

紹
介
議
員
○
○
○
○

に
関
す
る
請
願

住
所
○
○
○
○
○
○

氏
名
○
○
○
○
⑳

外
○
○
人

認

鑓
唾

…

Il ll l I l l ll lⅡ I 1l l l l I l l l l l l I1 1 1

○
箕
輪
勝
征
さ
ん
Ｉ
大
和
町

社
会
福
祉
へ
五
○
、
○
○
○
円

○
高
萩
地
区
オ
パ
ー
ル
婦
人
会

福
祉
作
業
所
へ
一
○
、
○
○
○
円

心
身
障
害
児
父
母
の
会
へ

一
○
、
○
○
○
円

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
へ
図
書
幟
入

費
と
し
て
五
○
、
○
○
○
円

○
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
高
萩
第
一
団

社
会
福
祉
へ
一
二
、
七
○
○
円

○
キ
リ
ス
ト
教
聖
児
幼
稚
園

社
会
価
祉
へ
一
七
、
八
八
○
円

○
鈴
木
魁
男
さ
ん
ｌ
日
立
市
大
み
か
町

臨
海
学
悶
へ
五
、
○
○
○
円

○
高
萩
市
農
業
協
同
組
合
婦
人
部

臨
海
学
園
も
ち
つ
き
会
用

も
ち
米
一
○
○
キ
ロ

○
北
部
自
動
車
サ
ー
ビ
ス
エ
場

社
会
桶
祉
へ
三
三
、
四
○
○
円

○
井
上
健
一
・
靴
子
さ
ん
１
本
町

交
通
遺
児
へ
三
六
○
円

○
伊
藤
錦
秀
さ
ん
ｌ
上
手
棡

社
会
福
祉
へ
一
○
、
○
○
○
円

○
み
と
黄
門
会

身
陳
者
へ
三
○
、
○
○
○
円

○
県
北
マ
ス
タ
ー
ズ
会三
一
、
六
○
○
円

○
大
森
ム
メ
さ
ん
Ｉ
高
戸

手
編
み
毛
糸
え
り
巻
一
○
点

回
歳
末
助
け
合
い
に

蝋

、
含Ｉ

善
意
あ
り
が
と
う

ｰ

剋
Ｏ
生
長
の
家
高
萩
相
愛
会
一
○
、
○
○
○
円

○
日
雑
会
々
員
一
同

一
三
、
○
○
○
円

○
県
北
地
区
同
盟

ｌ
、
ｑ
９
ｌ
Ｊ

Ｊ
Ｉ
Ｉ
７
Ｐ

ｏ
佐
川
和
子
さ
ん
１
大
能三
、
三
一
○
円

○
堀
川
あ
い
子
さ
ん
ｌ
秋
山

一
○
、
○
○
○
円

○
Ｎ
Ｋ
高
萩
工
業
管
理
職
一
同

五
五
、
○
○
○
円

○
み
の
わ
技
芸
学
院
職
員
一
同

一
八
、
三
六
一
円

○
秋
山
小
学
校
児
童
会二
一
、
三
一
九
円

○
同
仁
会
乳
児
院
職
員
一
同
三
、
九
○
○
円

○
立
正
校
正
会
茨
城
教
会
高
萩
第
一
・

第
二
支
部
二
四
二
、
六
七
九
円

○
永
絆
園
本
舗

五
、
六
○
二
円

○
常
銀
高
萩
支
店
職
員
一
同

一
五
、
四
六
○
円

○
横
川
小
学
校
児
童
会

一
、
四
一
三
円

○
高
萩
中
Ｊ
・
Ｒ
．
Ｃ
一
八
、
一
六
一
円

○
高
萩
商
事
飛
翠
会

八
、
二
○
四
円

○
高
萩
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

’
一
、
○
囚
七
円

○
母
子
補
祉
会

六
、
三
三
五
円

○
秋
山
順
恵
さ
ん
ｌ
安
良
川

Ｊ
、
フ
フ
フ
リ

く
く
く
く
Ｆ

(9)



鍋
年
度
の
高
萩
市
建
設
工
事
な
ど
の

指
名
願
い
を
受
け
付
け
ま
す
。

○
受
付
の
日
ど
り

３
月
１
日
か
ら
３
月
Ｍ
日
ま
で
の
午

前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
で
、
日
曜

日
を
除
き
土
曜
日
は
、
午
前
ｎ
時
ま
で

総
務
部
庶
務
課
で
受
け
付
け
ま
す
。

（
県
外
業
者
も
同
じ
日
）

○
申
請
書
の
提
出

直
接
申
請
書
を
持
参
し
て
受
け
付
け

し
て
く
だ
さ
い
。
郵
送
は
受
け
付
け
し

ま
せ
ん
。

○
指
名
願
書
や
添
付
書
類

建
設
工
事
関
係

指
名
願
い
を
幸
受
付
ま

，

詣

對

、

《

岬、

牝

ぬ
勺
４

帆

・
別
１
却
勿
』
ｊ
緊
辮
鞍
、
。

‘
…

寵、

指
名
願
い
の
申
請
様
式
は
、
建
設
省

統
一
様
式
で
す
。
添
付
す
る
耆
類
は
次

の
と
お
り
で
す
。

①
納
税
証
明
書
（
地
方
税
、
国
税
）

市
内
の
業
者
は
、
市
県
民
税
、
固

定
資
産
税
、
都
市
計
画
税
、
国
民
健

康
保
険
税
、
自
動
車
税
な
ど
直
前
２

ヵ
年
分
の
証
明

②
工
事
経
歴
書
（
営
業
経
歴
吉
）

⑨
溌
術
者
経
歴
書

④
営
業
用
機
械
器
具
一
覧
表

⑤
建
設
業
退
職
金
共
済
組
合
加
入
の
証

明
書

⑥
法
定
外
労
災
補
償
制
度
へ
の
加
入
証

明
書
（
加
入
し
て
い
る
場
合
）

三
三
三
三

三

三
三
三
三
三
三
三
三
三
一

三
三
三
三
三
三
三
三
三
一

三

三

三

三

三

三

冊

節分
今年は寒に入っても、氷の張りつめる日は少なく、 三

三

暖冬が続いている｡先頃の雨で庭前の梅も白さを増し、 三
三

水仙や万両胄木など、舂|こさきがけて彩りを見せてい 三

る･もう節分がくるが、この日を境に日脚も伸び舂め 三
＝

いてくる。 絵と文伊藤龍馬 三
1 1Ⅱl l l l l l l l l l l l l l l lⅡl l l l l I I l l l l I l l l l l l l l l l l l l l IⅡ ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' 1 |Ⅱl l l l川Ⅲ1 1 1 ' ' ' ' ' 1 1Ⅱ|Ⅱl l l l l l l l l l l l l l l i l l l l l l l l l l l l l l l汗

、

ー

鯉

⑦
建
設
業
許
可
証
明
書

指
名
願
い
に
必
要
な
用
紙
な
ど
は
、

県
建
設
業
協
会
で
お
求
め
く
だ
さ
い
。

添
付
書
類
の
う
ち
、
各
証
明
書
は
複

写
機
に
よ
る
写
し
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

昭
年
度
の
日
立
・
高
萩
・
十
王
広
域

下
水
道
組
合
建
設
工
事
な
ど
の
指
命
願

い
を
受
け
付
け
ま
す
。

○
受
付
場
所

市
役
所
内
広
域
下
水
道
組
合
（
盃

国
有
地
の
一
般
競
争
入
札
に
よ
る
売

り
払
い
が
行
わ
れ
ま
す
。

○
売
払
地
有
明
町
２
１
４
０
、
宅
地
、

２
１
２
．
１
９
平
方
メ
ー
ト
ル
。

○
現
場
説
明
２
月
Ⅳ
日
午
前
加
時
鋤

分
、
現
地
で
行
い
ま
す
。
な
お
、
現

場
説
明
に
参
加
し
な
い
か
た
は
入
札

を
認
め
ま
せ
ん
。

○
入
札
３
月
２
日
午
前
加
時
に
、
閼

束
財
務
局
水
戸
財
務
部
会
議
室
（
水
戸

市
北
見
町
１
１
４
）
で
行
い
ま
す
。

広
域
下
水
道
組
合
関
係

国
有
財
産
の
売
り
払
い

－2月の納税

固定資産税
（4期）

､都市計画税

国民年金(4期）

納期限 2月28日

I

I

I 鴬

弱
年
度
学
校
給
食
用
物
資
納
入
希
望

者
は
、
給
食
セ
ン
タ
ー
指
定
の
様
式
に

よ
り
、
二
月
末
日
ま
で
に
指
名
願
い
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は
給
食
セ

ン
タ
ー
（
恋
③
７
４
１
２
）
ま
で
ど
う

ぞ
。※

問
い
合
わ
せ
関
東
財
務
局
水
戸
財

務
部
（
冠
０
２
９
２
１
２
１

３
１
８

８
）
へ
ど
、
う
そ
。

③
２
１
１
１
内
線
２
７
４
）

受
付
の
日
ど
り
、
お
よ
び
申
請
書
類

に
つ
い
て
は
、
市
役
所
と
同
じ
。

市
青
少
年
セ
ン
タ
ー
で
は
、
警
察
署

の
防
犯
課
と
連
絡
し
て
、
青
少
年
の
健
医

全
育
成
の
た
め
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
番

滝
神
社
で
は
、
最
近
さ
い
銭
を
盗
む
当聿佳

不
心
得
者
が
お
り
困
っ
て
い
ま
す
。
お
印

気
づ
き
の
こ
と
か
あ
り
ま
し
た
ら
、
教
の

育
委
員
会
内
青
少
年
セ
ン
タ
ー
愚
③
月

１
１
３
１
）
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。
３

給
食
セ
ン
タ
ー
関
係

～人口と世帯～

前月比

］ 33 ， 181 （＋19）

16 ， 282 （＋14）

16 ，899 （＋5）

9 ，819 （＋23）
土十・

行

（58年1月1日現在）

困
っ
て
い
ま
す

御
協
力
く
だ
さ
い

’
へ

､ｰ 人口

男
‐
女

世帯

財
団
法
人
茨
城
県
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン

タ
ー
は
、
総
合
検
診
（
人
間
ド
ッ
ク
）

な
ど
の
ほ
か
、
県
の
委
託
事
業
と
し
て
、

「
目
の
検
査
」
「
耳
の
検
査
」
「
母
と

子
の
健
康
相
談
」
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
の
で
御
利
用
く
だ
さ
い
。

○
検
査
お
よ
び
相
談
の
内
容

視
力
、
色
覚
、
斜
視
・
弱
視
、
視
野

検
査
、
き
こ
え
（
耳
）
の
検
査
、
補
聴

器
の
相
談

詳
し
く
は
、
（
財
）
茨
城
県
メ
デ
ィ

カ
ル
セ
ン
タ
ー
内

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
壁

誼

〆

目
は
、
恋
０
２
９
２
（
４
１
）
７
９
０
８

、

耳
は
、
盆
０
２
９
２
（
４
１
）
７
９
０
６

〆

健
康
検
査
を
ど
う
ぞ

病 院

生堂医院

束本町(3)1711

本 町②2306本 町

6 日 石

全
13日

029332

3266

20日

土 医 院27日27日 白

時間は、いずれも午前9時から午後4時までです‘

⑩

③3100


